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本資料は、国立公文書館所蔵の平津館本説文解字(請求番号 371-0043、漢 3184、第 48 冊、
昌平坂学問所旧蔵)の画像を 2 値化およびトリミングしたものである。具体的には、原本を




表紙・裏表紙: 上 238、下 280、左 264、右 234 ピクセル 
















津館叢書は孫星衍により出版された 43 種 254 巻からなる叢書で、文字学あるいは小学に限
定したものではないが、この中に説文解字が含まれている。 
封面には嘉慶甲子(嘉慶 9 年、1804)の年記があり、また、序の末尾には嘉慶 14 年(1809)の



























書館所蔵の平津館本の影印 PDF のデータ設計および動作確認について、web サイト「稀少
地名漢字リスト」主催の塚田氏に様々なご助言・ご助力を頂きました。深く感謝いたします。 
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